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１.はじめに

近年のバスケットボールゲームは，４年毎の

ルール改正（30秒―24秒攻撃時間等）に伴いス

ピーディーな展開のトランジションゲームが主

流で，同様にディフェンス方法も常にミスを誘

い込む攻撃的な，チェンジング・チェンジ・ディ

フェンス等変化に富んだディフェンス方法が多

く採用されて，勝敗に大きく影響している。そ

こで，チームとして，ディフェンスからオフェ

ンスの切替えの速いトランジションゲームに素

早く対応できることが必要である。そのために，

全てのディフェンス・システムに対応できるオ

フェンス・システムの導入方法と徹底が必要で

ある。

２.ディフェンス・システム

ディフェンス・システムは大きく分けてマン

ツーマン・ディフェンスとゾーン・ディフェン

スである。近年は切替えの速いトランジション

ゲームで幾つかのディフェンス方法を組み込

み，相手に える余裕を与えないチェンジン

グ・ディフェンスを多くのチームが採用してい

る。その対応としては，相手のディフェンス・

システムを掌握して素早くオフェンス・システ

ムを導入することが必要となる。

ノースカロライナ大学のDean Smith 案の

ディフェンス・システムは現在でも多くの指導

者が採用している代表的ディフェンス・システ

ムである（図１）。

オールコートを４区分にしてのシステム・

ディフェンスで，仕掛けをナンバープレーで分

けて，ゲーム状況によって採用している。A区

域はオールコート・プレスを目的に攻撃的に相

手のミスを誘発させて意識的に攻撃回数を多く

させる戦術である。

B地域より始まるスリーコーター・ディフェ

ンスでボールマンにプレッシャーをかけて，

ローテーション・ディフェンスで相手のミスを

誘う作戦とフロントコートの入り方のリズムを

狂わせる戦法である。C区域はハーフラインと

コーナーでのダブルチーム・ディフェンスを行

う攻撃的エリアである。D地域はノーマルな

チーム・ディフェンスを目的にしたハーフコー

ト・ディフェンスである。

３.オフェンス・システムの組み立て

基本的なゲームのオフェンス・システムの組
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み立て方法として，第一攻撃としてファースト

ブレーク，第二攻撃としてはセカンダリーブ

レーク，第三攻撃としてアーリー・オフェンス

とディレード・オフェンス（セット）にスムー

ズに移行する組み立てが必要である（図２）。近

年は攻撃時間の短縮により，いかに速く攻撃シ

ステムが作れるかが，取得得点率の分かれ目と

なり，勝敗にも影響がでてくる。特に日本人の

ように低身長者チームの大きな課題としては，

いかに速くボールを攻撃エリア（フロントコー

ト）に運びスムーズにチームとしての攻撃シス

テムを成功することができるかがポイントとな

る。ハーフコート・オフェンスをスムーズに行

うためには，常にフロアーバランスを保つこと

が条件で，システム・オフェンスの入りやコン

ビネーション・プレーを作ることができるかが

ポイントである。

マンツーマンのオフェンスを組み立てるには

ハーフコートでのフロアーバランスが重要であ

る。基本的には，チーム構成がアウトサイドを

攻撃基点にした場合は，ワンセンター・フォー

アウトにインサイドを攻撃基点にもった構成で

あればツーセンター・スリーアウトのフロアー

バランスからの攻撃を組み立て，チームでのオ

プションプレーに移行していくことが重要であ

る。

４.オフェンス・フロアーバランス

⑴ スリーアウト・ツーセンター

長身センターを有した，インサイドプレー

ヤーが攻撃基点の構成の場合には，ツーセン

ターからの絡んだ攻撃システムが多く導入され

ている（図３）。

⑵ フォーアウト・ワンセンター

アウトサイドの攻撃基点が中心のゴール付近

で大きくスペーシングを使った方法で，アウト

サイドのプレーヤーが個人攻撃を仕掛けやすい

バランスが特徴である（図４）。

⑶ ファイブ・アウト

アウトサイドの攻撃を主に，全てのプレー

ヤーがアウトサイドに広がりゴールエリアを空
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図１ ディフェンスの地域区分

図２ オフェンス・システムの組み立て
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けて攻撃するシステムである。基本的には，チー

ム・メンバー構成によりフロアーバランスを作

りチームの特徴からオプションプレーを組み立

てることが多い。

５.代表的システム・オフェンス

⑴ UCLAの基本

最も多くのチームが採用しているシステム・

オフェンスの代表的カットプレーである（図

５）。

⑵ 1―４のフロアーバランス

1961年にノースカロライナ大学が採用した

遅攻方法の基本である。この，フォーメーショ

ンの利点は早打ちができ，無駄なパスがなく，

良いリバウンドポジションが確立されたシュー

トができることである。現在でも多くのチーム

が使用している。また，プレッシャー・ディフェ

ンスに対応する手段としても，非常に効果的と

いわれている（図６）。
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図５ UCLAオフェンス図３ スリーアウト・ツーセンター

図４ フォーアウト・ワンセンター 図６ １―４オフェンス
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⑶ シザーズ＆カットプレー

マンツーマン・オフェンスでのオプションプ

レーとして多く採用されている。センタープ

レーヤーとウイングマンのクロススクリーンの

攻撃方法である（図７）。

⑷ スクリーン・ザ・スクリーン

近年のアメリカやヨーロッパの多くのチーム

で採用され，アーリー・オフェンスからモーショ

ン・オフェンスへの移行プレーとして多くの

チームが行っている（図８）。

⑸ スタック（図９）

⑹ フレックス・オフェンス

このオフェンス・システムはオフェンス・タ

イムが長かった時代に多くの指導者が採用して

いた攻撃システムである。シャフル・オフェン

ス同様に左右の攻撃を繰り返して行うオフェン

ス・システムである（図10）。

⑺ シャッフル・オフェンスの基本

シャッフル・オフェンスは，1950年から1955

年ごろにオクラホマ大学のブルース・ドレイク

図９ ハーフコート・オフェンス・システムスタッ

ク

図８ スクリーン・ザ・スクリーン

図７ シザーズ

図10 フレックス・オフェンス
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コーチにより，連続性とプレーヤーの一定した

動きを基にしたオフェンス・システムとして採

用され，成功していた。現在でもファースト・

カッターの動きが，フリーランス・オフェンス

で多くのチーム指導者が使用されている（図

11―１，２）。

⑻ ピック＆ロール

現在多くのチーム（NBA―欧州）が採用して

いるピック＆ロールの攻撃法である。2006年埼

玉世界選手権大会においても，ギリシャがUSA

チームの対戦で採用した主たる攻撃システムで

ある。USAチーム（NBAチーム）が，ディフェ

ンスの対応をできずに敗戦した攻撃システム

で，多くのチームが採用している。この攻撃方

法はミスマッチ（低身長者が高身長者を防御す

図11―２ シャッフル

図11―１ シャッフル・オフェンス・フロアーバラ

ンス

図12―１ ピック＆ロール（サイドピック)

図12―２ ピック＆ロール（ハイピック)
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る）に誘い込む攻撃方法で，現在での世界の主

流として採用されている攻撃法である（図

12―１，２）。

６.モーション・オフェンスの基本原則

マンツーマン・オフェンスの基本的な動きは，

フリーランス・パッシングモーションの基本的

なモーションを理解して，システム・オフェン

スから個人の能力を生かしたオプションプレー

への移行が重要なポイントになってきている。

モーション・オフェンスの基本原則は以下の

点である。

① フロアーバランス

② スペーシング

③ パッシングゲーム

フリーランス・パッシングモーションは常に

フロアーバランスを保ち，スペーシングをつく

り，個人技術を活用したコンビネーションのオ

フェンス・システムである。

７.ハーフ・コートゾーン・オフェンスのフロ

アーバランス

⑴ ３―２ゾーンに対する攻撃バランス

現在ではマンツーマン・ディフェンスとゾー

ン・ディフェンスをあわせた，マッチアップ・

ディフェンスが，多くのチームで採用されてい

る代表的ディフェンス・システムである（図

13）。

⑵ １―３―１ゾーン・ディフェンスに対する

基本攻撃バランス（図14）

⑶ ２―３ゾーン・オフェンス（図15）

８.オールコート・プレスダウン

ビハインドゲーム，奇襲作戦等に採用される図13 ３―２ゾーンのフロアーバランス

図14 １―３―１

図15 ２―３のフロアーバランス
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ディフェンス・システムである。このディフェ

ンスの基本的攻略方法としては，PGのドリブ

ルだけに頼らずに５人で確実にフロントコート

にボールを運ぶ基本的な攻撃方法の準備が必要

である（図16）。

９.ディフェンスのトラップ・エリア

オールコートプレス・ディフェンスの奇襲作

戦として広く採用されている。ディフェンス側

作戦としては，コーナー・トラップエリア，サ

イドライン（ディフェンス・ライン）側に追い

込む方法が原則で，オフェンス側としては図17

の斜線部のトラップ・エリアに安易にドリブル

をせずに，またストップをさせないことが重要

なポイントである。

図16 オールコートプレスダウン（マンツーマン)

図17 ディフェンスのトラップエリア

127

バスケットボール競技のトランジションにおけるチーム戦術



⑴ ２―２―１ゾーン・プレスに対する基本的

攻撃

近年多くの指導者から攻撃的ディフェンス・

システムとして採用され，多くの成果をあげて

いる代表的ゾーン・プレス・ディフェンスであ

る。このディフェンスは通常は，相手のフィー

ルドゴール・フリースロー後に仕掛け，相手の

攻撃リズムを崩して，トラブルを誘発させる攻

撃的奇襲作戦として採用されている。オフェン

ス・サイドは２―２―１に対応したシステムを

使い，確実にフロントコートにボールを運ぶこ

とが重要である（図18）。

⑵ １―２―１―１プレス・ダウン

オールコートでのマンツーマンに見せかけた

ゾーン・プレス・ディフェンスの代表的ディフェ

ンスである。通常は最初からのトラップから仕

掛けていく攻撃的ディフェンスである。基本的

攻撃方法としてはディフェンス数よりも多いア

ウトナンバーでの構成バランスを作る攻撃が基

本である（図19）。

図18 オールコート・ゾーンプレス２―２―１

図19 オールコート１―２―１―１ゾーンプレス
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10.トランジション・ゲームの攻撃主流

攻防の切替えが速い，現代バスケットボール

ゲームは，防御から攻撃への切替えの速い，ト

ランジション・ゲームの組み立てが中心となる。

⑴ ファーストブレーク

ファーストブレークはオフェンスがディフェ

ンスよりも多い人数（アウトナンバー）での攻

撃が成功するかどうかで決まる。相手のディ

フェンスが素早くピックアップする前に有利な

攻撃体系（フローアーバランス）を整えられる

かによって成功率が高まる。この攻撃はバス

ケットボールにおいて，最も優れた得点取得確

率の高い攻撃法である。

ディフェンスからオフェンスへの切り替えの

最初の攻撃がファーストブレークである。

ファーストブレークの基本的な５人の役割と

しては，１番PGはリバウンド取得後，または

フィールド・ゴールをされた時に５番プレー

ヤーより素早くアウトレット・パスを受け攻撃

に転換する。２，３番プレーヤーはリバウンド

取得して，またはフィルドゴール後に素早く決

められたサイドライン側をゴールに向けて走

る。４番プレーヤーはリバウンドに参加して

ボールライン側のゴールに向けて走る。５番プ

レーヤーはリバウンドを取得，またはフィルド

ゴールをされた場合は素早くボールをPGにパ

スを送りセフティーラインを走り攻撃参加する

（図20）。

⑵ セカンダリーブレーク

両ウイングマンの最初の攻撃ができなかった

場合は，４番プレーヤーのゴールに向かう走り

により，セカンダリーブレークの攻撃を狙う方

法である。このセカンダリーブレークを狙うこ

とで，後のアーリーオフェンスにスムーズに入

れることになる（図21）。

⑶ アーリー・オフェンス

セカンダリーブレークで攻撃ができなかった

場合に，５番選手も参加して，相手のチーム・

ディフェンスのピックアップが遅れている間に

攻撃するシステムである。この攻撃はセカンダ

リーまでの決められたレーンを走り，フロアー

バランスを保つことが重要なポイントで，ス

ムーズにアーリー・オフェンスに入れることが

時間的な無駄の無い連続攻撃につながる（図

22）。

図20 ファーストブレーク
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11.フリースローからの攻撃システムバ

ランスの入り方

フリースローで得点されることは，フィルド

ゴールをされた時と全く同じ条件であり，エン

ドラインよりボールを入れるプレーヤーは，

ディフェンスがピックアップする前に素早く攻

撃を切り替え，アウトナンバープレーの攻撃と

アーリー・オフェンスからの攻撃方法を行う。

アーリー・オフェンスからスムーズにシステ

ム・オフェンスに入るフロアーバランスが作ら

れることが重要である。相手のディフェンス・

システムを活用させない有利な攻撃方法である

（図23）。

12.おわりに

近代バスケットボールは，トランジションの

速い展開が多く，相手に余裕を与えずに，攻防

の切替えが速くできることが，有利にゲームを

運ぶ条件である。したがって，相手がチーム・

図22 トランジションの役割と入り方

図21 セカンダリーブレーク（アーリーオフェンスの入り方)
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ディフェンスのシステムを組む前に，アウトナ

ンバーの速い攻撃を仕掛けることが必要であ

る。また，素早くハーフコートでの相手のディ

フェンス・システムを把握して，スムーズにアー

リー・オフェンスからオプション・オフェンス

へと連続して，多くのバリエーションを持った

オフェンスが有利となる。今後は相手チームの

チェンジング・ディフェンス等，様々な攻撃的

なディフェンス・システムを仕掛けるために，

戸惑うこと無く対応できるチームの特徴を生か

した，オフェンスの構築が必要である。
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図23 フリースローよりのトランジション・ブレーク
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